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平成22年3月期 業績ハイライト
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売上は計画通りも利益は大幅に計画（当初公表値）達成！売上は計画通りも利益は大幅に計画（当初公表値）達成！

平成22年3月期 業績ハイライト （Ｐ/Ｌ）

項目/決算別

（単位：百万円） 計画 実績 差異 達成率 計画 実績 差異 達成率

売上高 3,310 2,993 ▲317 90.4% 11,000 11,224 224 102.0% 14,822

売上総利益 622 551 ▲71 88.6% 1,895 1,914 19 101.0% 2,456

（売上総利益率） 18.8% 18.4% ▲0.4% - 17.2% 17.1% ▲0.2% - 16.6%

販売管理費 420 452 32 107.6% 1,705 1,679 ▲26 98.5% 2,272

（販売管理費率） 12.7% 15.1% 2.4% - 15.5% 15.0% ▲0.5% - 15.3%

営業利益 202 99 ▲103 49.0% 190 235 45 123.7% 184

（営業利益率） 6.1% 3.3% ▲2.8% - 1.7% 2.1% 0.4% - 1.2%

経常利益 200 98 ▲102 49.0% 175 230 55 131.4% 174

（経常利益率） 6.0% 3.3% ▲2.8% - 1.6% 2.0% 0.5% - 1.2%

当期純利益 190 135 ▲55 - 100 230 130 230.0% ▲152

（当期純利益率） 5.7% 4.5% ▲1.2% - 0.9% 2.0% 1.1% - ▲1.0%

現場社員数 3,910 3,213 ▲697 82.2% 3,910 3,213 ▲697 82.2% 3,098

第4四半期 参考

前期

（累計）

平成22年3月期(累計)
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■売上高：11,224百万円（対計画＋224百万円）

•ＩＳ事業は、業界環境が厳しい中、期初より積極的な営業活動を展開し、対計画＋86百万円
（7,850百万円→7,936百万円）と堅調に推移。

•ＭＳ事業は、修理事業の拡充により対計画＋356百万円（2,170百万円→2,526百万円）とな
り、前期の売上に対しても＋250百万円（2,276百万円→2,526百万円）と＋11.0％の成長した
ことから、売上構成も前期の15.4％から22.5％と大幅アップ。

•ＥＳ事業、ＧＳ事業は、計画未達成となる。

•事業別の詳細は、後述スライドのとおり。

■売上総利益：1,914百万円（対計画＋19百万円）

•売上総利益率は計画未達成も、売上高アップにより売上総利益もアップ。

•事業別の詳細は、後述スライドのとおり。

■販管費：1,679百万円（対計画▲26百万円）

•募集費圧縮（対計画▲48百万円）、通信費削減（対計画▲18百万円)等が販管費減に寄与。

■営業利益：235百万円（対計画＋45百万円）

■経常利益：230百万円（対計画＋55百万円）

■当期純利益：230百万円（対計画＋130百万円）

・利益面では、前期と比較しても全て増益を達成、営業利益＋51百万円（184百万円→235百
万円）、経常利益＋56百万円（174百万円→230百万円）、当期純利益＋382百万円（▲152
百万円→230百万円）となった。

平成22年3月期 業績について（Ｐ/Ｌ）
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平成22年3月期 事業別業績ハイライト
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計画 実績

インラインソリューション事業（ＩＳ事業）

項目/決算別

（単位：百万円） 計画 実績 差異 達成率 計画 実績 差異 達成率

売上高 2,480 2,100 ▲ 380 84.7% 7,850 7,936 86 101.1% 11,097

（構成比） 74.9% 70.2% ▲4.7% - 71.4% 70.7% ▲0.7% - 74.9%

売上総利益 407 370 ▲ 37 90.9% 1,137 1,296 159 114.0% 1,580

（売上総利益率） 16.4% 17.6% 1.2% - 14.5% 16.3% 1.8% - 14.2%

現場社員数（人） 3,200 2,369 ▲ 831 74.0% 3,200 2,369 ▲ 831 74.0% 2,358

第4四半期 参考
前期

（累計）

平成22年3月期  （累計）

売上高及び売上総利益率

・第4四半期（3ヶ月）は、売上計画未達成も第1、第2四半期での新規顧客開拓、

既存顧客向け請負化提案の奏功等が寄与して売上計画達成

・製造派遣禁止対策セミナーが好評を博すも大幅な増員は来期以降

・売上高は、対計画＋86百万円（7,850百万円→7,936百万円）

・売上総利益率は、計画を大幅に改善し、＋1.8％（14.5％→16.3％）

・現場社員数は、計画数値に対して▲831名（3,200名→2,369名）

売上、売上総利益が計画達成も社員数は計画未達成

～～請負力評価されるも収益性追求により計画社員数未達成請負力評価されるも収益性追求により計画社員数未達成～～

第1Q

第2Q

7,8507,8507,8507,850 7,9367,9367,9367,936

第3Q

14.5%14.5%14.5%14.5%

16.3%16.3%16.3%16.3%

13%

15%

17%

第4Q
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平成22年3月期 事業別業績ハイライト

項目/決算別

（単位：百万円） 計画 実績 差異 達成率 計画 実績 差異 達成率

売上高 570 722 152 126.7% 2,170 2,526 356 116.4% 2,276

（構成比） 17.2% 21.4% 4.2% - 19.7% 22.5% 2.8% - 15.4%

売上総利益 140 147 7 105.0% 511 468 ▲ 43 91.6% 534

（売上総利益率） 24.6% 20.4% ▲4.2% - 23.5% 18.5% ▲5.0% - 23.5%

現場社員数（人） 525 720 195 137.1% 525 720 195 137.1% 526

第4四半期 参考
前期

（累計）

平成22年3月期　(累計)

マニュファクチャリングソリューション事業（ＭＳ事業）

・携帯電話修理業務が急拡大し、新テック（名古屋）を設置

・家庭用ゲーム機等の既存修理業務も堅調に推移

・売上高は、対計画＋356百万円（2,170百万円→2,526百万円）

・売上総利益率は、急激な需要拡大への対応を優先し、計画未達成

・現場社員数は、計画数値に対して＋195名（525名→720名）

売上高、社員数は計画達成も売上総利益は計画未達成

～～携帯修理業務急拡大、他の既存修理業務堅調携帯修理業務急拡大、他の既存修理業務堅調～～

売上高及び売上総利益率
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計画 実績

第1Q

第2Q

2,1702,1702,1702,170

2,5262,5262,5262,526

第3Q

23.5%23.5%23.5%23.5%
18.5%18.5%18.5%18.5%

16%

20%

24%

第4Q



8日本マニュファクチャリングサービス株式会社
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エンジニアリングソリューション事業（ＥＳ事業）

・技術者派遣事業は需要縮小の中、有給消化、待機発生等と苦戦

・新規分野の開拓、受託型ビジネスの検討等、ビジネス再構築を模索中

・売上高は、対計画▲61 百万円（470百万円→409百万円）

・売上総利益率は、対計画▲5.5%（20.6%→15.2％）

・現場社員数は、計画数値に対して▲14名（90名→76名）

売上高、売上総利益、社員数で計画未達成

～～技術者派遣事業の需要縮小の中、業績低下技術者派遣事業の需要縮小の中、業績低下～～

第1Q

第2Q

470470470470

409409409409

第3Q

項目/決算別

（単位：百万円） 計画 実績 差異 達成率 計画 実績 差異 達成率

売上高 125 99 ▲ 26 79.2% 470 409 ▲ 61 87.0% 678

（構成比） 3.8% 3.3% ▲0.5% - 4.3% 3.6% ▲0.7% - 4.6%

売上総利益 30 14 ▲ 16 46.7% 97 62 ▲ 35 63.9% 131

（売上総利益率） 24.0% 14.1% ▲9.9% - 20.6% 15.2% ▲5.5% - 19.3%

現場社員数（人） 90 76 ▲ 14 84.4% 90 76 ▲ 14 84.4% 101

第4四半期 参考
前期

（累計）

平成22年3月期　(累計)

平成22年3月期 事業別業績ハイライト

売上高及び売上総利益率

20.6%20.6%20.6%20.6%

15151515.2%.2%.2%.2%
15%

20%

25%

第4Q
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計画 実績

第1Q

第2Q

第3Q

項目/決算別

（単位：百万円） 計画 実績 差異 達成率 計画 実績 差異 達成率

売上高 135 72 ▲ 63 53.3% 510 353 ▲ 157 69.2% 771

（構成比） 4.0% 2.4% ▲1.6% - 4.6% 3.1% ▲1.5% - 5.2%

売上総利益 45 20 ▲ 25 44.4% 150 88 ▲ 62 58.7% 211

（売上総利益率） 33.3% 27.8% ▲5.6% - 29.4% 24.9% ▲4.5% - 27.4%

現場社員数（人） 95 48 ▲ 47 50.5% 95 48 ▲ 47 50.5% 113

第4四半期 参考
前期

（累計）

平成22年3月期　(累計)

グローバルソリューション事業（ＧＳ事業）

・技術者派遣マーケット縮小傾向の中、グローバル人材のニーズ低下

・The UKEOI （グローバルな請負化）立上げに向けての準備推進中

・売上高は、対計画▲157 百万円（510百万円→353百万円）

・売上総利益は、対計画▲4.5％（売上総利益率29.4％→24.9％）

・現場社員数は、計画に対して▲47名（95名→48名）

売上高、売上総利益、社員数で計画未達成

～～TheThe UKEOIUKEOI等、新たなグローバルソリューションを創出等、新たなグローバルソリューションを創出～～

平成22年3月期 事業別業績ハイライト

510510510510

353353353353

売上高及び売上総利益率

29.4%29.4%29.4%29.4% 24.9%24.9%24.9%24.9%
20%

25%

30%

第4Q
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平成21年3月期

（09/3末） （10/3末） 増減 前期末比

2,833 3,117 284 110.0%

流動資産 2,557 2,831 274 110.7%

固定資産 276 286 10 103.6%

1,762 1,822 60 103.4%

流動負債 1,762 1,822 60 103.4%

固定負債 - - - -

純資産 1,071 1,295 224 120.9%

資本金 501 501 0 100.0%

資本剰余金 216 216 0 100.0%

利益剰余金 384 614 230 159.9%

その他 ▲ 30 ▲ 36 ▲ 6 120.0%

負債・純資産合計 2,833 3,117 284 110.0%

平成22年3月期

資産合計

負債

項目/決算別

（単位：百万円）

前期末比前期末比 総資産総資産＋＋284284百万円、純資産百万円、純資産＋＋224224百万円百万円

■流動資産：前期末比＋274百万円

•業容拡大基調により売掛金＋240百万円

•繰延税金資産＋77百万円

■固定資産：前期末比＋10百万円

・ＳＭＴ投資＋30百万円、敷金▲21百万円

■流動負債：前期末比＋60百万円

・短期借入金▲250百万円も業容拡大に伴い未
払関係費用増加

■資本金：前期末比±0百万円

・変動なし

■資本剰余金：前期末比＋0百万円

・変動なし

■利益剰余金：前期末比＋230百万円

・当期純利益230百万円

■その他：前期末比▲6百万円

・自己株式▲13百万円、新株予約権＋9百万円

平成22年3月期 ハイライト （Ｂ／Ｓ）
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営業キャッシュ・フローが営業キャッシュ・フローが654654百万円改善百万円改善

＜CF＞

項目/決算別 平成21年3月期 平成22年3月期

（単位：百万円）
(平成20年4月1日～

               平成21年3月31日）
(平成21年4月1日～

               平成22年3月31日）

営業活動による
キャッシュ・フロー

▲ 302 352 654

投資活動による
キャッシュ・フロー

▲ 22 ▲ 80 ▲ 58

財務活動による
キャッシュ・フロー

▲ 132 ▲ 264 ▲ 132

現金及び現金同等物の
増減額

▲ 456 8 464

現金及び現金同等物の
四半期末残高

894 902 8

＜主な指標＞

項目/決算期 平成21年3月期 平成22年3月期 増減

1株あたり純資産（円） 52,368.15 64,656.00 12,287.85

自己資本比率（％） 37.8 41.3 3.5

項目/決算期 平成21年3月期 平成22年3月期 増減

1株あたり純利益（円） ▲7,143.89 11,497.36 18,641.25

増減

平成22年3月期 業績ハイライト （ＣＦ 主な指標）
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平成23年3月期 通期業績予想
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項目/決算別

（単位：百万円） 前期 当期 増減 前期比 前期 当期 増減 前期比 前期 当期 増減 前期比

売上高 5,285 5,900 615 +11.6% 5,939 6,600 661 +11.1% 11,224 12,500 1,276 +11.4%

売上総利益 865 1,005 140 +16.2% 1,049 1,165 116 +11.1% 1,914 2,170 256 +13.4%

（売上総利益率） 16.4% 17.0% 0.7% - 17.7% 17.7% ▲0.0% - 17.1% 17.4% 0.3% -

販売管理費 807 925 118 +14.6% 872 955 83 +9.5% 1,679 1,880 201 +12.0%

（販売管理費率） 15.3% 15.7% 0.4% - 14.7% 14.5% ▲0.2% - 15.0% 15.0% 0.1% -

営業利益 58 80 22 +37.9% 177 210 33 +18.6% 235 290 55 +23.4%

（営業利益率） 1.1% 1.4% 0.3% - 3.0% 3.2% 0.2% - 2.1% 2.3% 0.2% -

経常利益 58 75 17 +29.3% 172 205 33 +19.2% 230 280 50 +21.7%

（経常利益率） 1.1% 1.3% 0.2% - 2.9% 3.1% 0.2% - 2.0% 2.2% 0.2% -

当期純利益 17 37 20 +117.6% 213 113 ▲ 100 ▲46.9% 230 150 ▲ 80 ▲34.8%

（当期純利益率） 0.3% 0.6% 0.3% - 3.6% 1.7% ▲1.9% - 2.0% 1.2% ▲0.8% -

現場社員数 3,192 3,330 138 +4.3% 3,213 3,730 517 +16.1% 3,213 3,730 517 +16.1%

上期累計 下期累計 平成23年3月期(通期)累計

売上高：前期比＋売上高：前期比＋1010％以上、利益：前期比＋％以上、利益：前期比＋2020％以上％以上

平成23年3月期 通期業績予想
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■売上高12,500百万円：前期比＋11.4％ （＋1,276百万円）
� 通期計画12,500百万円については、足下の業績復調状況を鑑み前期比＋10％以上成長を目論む

� ＩＳ事業は前期比＋10.9％（＋864百万円）、ＭＳ事業は前期比＋18.8％（＋474百万円）

� 四半期別売上は、1Q：2,900（前期比＋14.7％）、2Q：3,000百万円（前期比＋8.8％）、3Q：3,250百万
円（＋10.3％）、4Q：3,350百万円（＋11.9％）を計画

� 事業別の詳細は、後述スライドのとおり

■売上総利益2,170百万円：前期比＋13.4％ （＋256百万円）
� ＩＳ事業の売上総利益は、前期比＋132百万円（売上総利益率▲0.1ポイント）

� ＭＳ事業の売上総利益は、前期比＋144百万円（売上総利益率＋1.9ポイント）

� 事業別詳細は、後述スライドのとおり

■販管費1,880百万円：前期比＋12.0％（＋201百万円）
� 販管費は人件費で＋161百万円、他＋40百万円

■営業利益290百万円：前期比＋23.4％ （＋55百万円）

■経常利益280百万円：前期比＋21.7％ （＋50百万円）

■当期純利益150百万円：前期比▲34.8％ （▲80百万円）
� 法人税負担の相違：前期は、繰越税金資産の計上に伴い、法人税負担が大幅に軽減したが、当期におい

ては、通常どおりの負担となる

⇒法人税等 25期：▲27百万円、26期：110百万円（＋137百万円）

平成23年3月期 通期業績見通しの概要
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インラインソリューション事業（ＩＳ事業）

・労働者派遣法改正による「製造派遣の原則禁止」に対して請負力を強力アピール

・売上は、既存顧客の請負100％と新規顧客開拓により上期、下期とも＋10％成長を目論む

・売上総利益は、前期後半より17％レベルをキープしているが安全サイドで計画

・現場社員数は、中期経営計画で目論む成長カーブを維持するため20％近い増員を計画

売上高、売上総利益で前期より＋10％の安定成長を目指す

～～「請負力」を武器に新規顧客開拓と既存顧客の売上拡大「請負力」を武器に新規顧客開拓と既存顧客の売上拡大～～

項目/決算別

（単位：百万円） 前期 当期 増減 前期比 前期 当期 増減 前期比 前期 当期 増減 前期比

売上高 3,760 4,140 380 +10.1% 4,176 4,660 484 +11.6% 7,936 8,800 864 +10.9%

（構成比） 71.1% 70.2% ▲0.9% - 70.3% 70.6% 0.3% - 70.7% 70.4% ▲0.3% -

売上総利益 582 650 68 +11.7% 714 779 65 +9.1% 1,296 1,429 133 +10.3%

（売上総利益率） 15.5% 15.7% 0.2% - 17.1% 16.7% ▲0.4% - 16.3% 16.2% ▲0.1% -

現場社員数（人） 2,432 2,450 18 +0.7% 2,369 2,800 431 +18.2% 2,369 2,800 431 +18.2%

通期累計下期累計上期累計

平成23年3月期 通期事業別業績見通し
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マニュファクチャリングソリューション事業（ＭＳ事業）

20％近い売上成長の中で採算性の改善を図り、売上総利益＋30％

～既存修理事業の拡充と新規事業分野、新規顧客の開拓～既存修理事業の拡充と新規事業分野、新規顧客の開拓 ～～

・既存修理事業が確実に規模拡大を図りつつ新規事業、新規顧客の開拓も計画する

・売上は、前期下期水準の14億円以上をキープし、通期で30億円（前期比＋18.8％）を達成

・売上総利益は、原価管理の徹底により当該ビジネスモデルの最低基準20％をクリア

・現場社員数は、既存事業の業務効率を高め、売上の伸びほど増員を図らない

平成23年3月期 通期事業別業績見通し

項目/決算別

（単位：百万円） 前期 当期 増減 前期比 前期 当期 増減 前期比 前期 当期 増減 前期比

売上高 1,110 1,430 320 +28.8% 1,416 1,570 154 +10.9% 2,526 3,000 474 +18.8%

（構成比） 21.0% 24.2% 3.2% - 23.8% 23.8% 0.0% - 22.5% 24.0% 1.5% -

売上総利益 200 295 95 +47.5% 268 317 49 +18.3% 468 612 144 +30.8%

（売上総利益率） 18.0% 20.6% 2.6% - 18.9% 20.2% 1.3% - 18.5% 20.4% 1.9% -

現場社員数（人） 620 750 130 +21.0% 720 790 70 +9.7% 720 790 70 +9.7%

通期累計下期累計上期累計
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エンジニアリングソリューション事業（ＥＳ事業）

・待機率管理の徹底により採算性を改善しつつ受託型事業の受注を確保していく

・売上は、前期比で上期横ばいながら下期より＋20％とし、通期で＋10％成長を目論む

・売上総利益は、前期において悪化した原価率改善に向けて徹底した待機管理を実施

・現場社員数は、中期経営計画で目論む成長カーブを維持するため20％近い増員を計画

規模拡大よりも中期成長基盤を確立しつつ採算性を改善

～～受託型事業への転換を進め中期成長基盤を確立受託型事業への転換を進め中期成長基盤を確立～～

平成23年3月期 通期事業別業績見通し

項目/決算別

（単位：百万円） 前期 当期 増減 前期比 前期 当期 増減 前期比 前期 当期 増減 前期比

売上高 210 210 0 +0.0% 199 240 41 +20.6% 409 450 41 +10.0%

（構成比） 4.0% 3.6% ▲0.4% - 3.4% 3.6% 0.2% - 3.6% 3.6% 0.0% -

売上総利益 33 37 4 +12.1% 29 44 15 +51.7% 62 81 19 +30.6%

（売上総利益率） 15.7% 17.6% 1.9% - 14.6% 18.3% 3.8% - 15.2% 18.0% 2.8% -

現場社員数（人） 76 85 9 +11.8% 76 90 14 +18.4% 76 90 14 +18.4%

通期累計下期累計上期累計
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グローバルソリューション事業（ＧＳ事業）

・国内メーカーの海外進出をウォッチし、 The UKEOIのチャンスを掴む

・売上は、安全サイドで見積もり、IS事業との連携によるThe UKEOIの立上げに主眼置く

・売上総利益も、技術者派遣先職場の海外シフト等を想定し、安全サイドにて見積もる

・現場社員数も、売上高、売上総利益同様に保守的に計画

外国人技術者ニーズの探索と海外（The UKEOI等）での有効展開

～～採算性確保と海外（中国）ニーズの掘り起こし採算性確保と海外（中国）ニーズの掘り起こし～～

平成23年3月期 通期事業別業績見通し

項目/決算別

（単位：百万円） 前期 当期 増減 前期比 前期 当期 増減 前期比 前期 当期 増減 前期比

売上高 205 120 ▲ 85 ▲41.5% 148 130 ▲ 18 ▲12.2% 353 250 ▲ 103 ▲29.2%

（構成比） 3.9% 2.0% ▲1.9% - 2.5% 2.0% ▲0.5% - 3.1% 2.0% ▲1.1% -

売上総利益 50 23 ▲ 27 ▲54.0% 38 25 ▲ 13 ▲34.2% 88 48 ▲ 40 ▲45.5%

（売上総利益率） 24.4% 19.2% ▲5.2% - 25.7% 19.2% ▲6.4% - 24.9% 19.2% ▲5.7% -

現場社員数（人） 64 45 ▲ 19 ▲29.7% 48 50 2 +4.2% 48 50 2 +4.2%

通期累計下期累計上期累計
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事業別売上構成

ＧＳ事業 ＥＳ事業 ＭＳ事業 ＩＳ事業

70.7%

22.5%

3.1%
3.6%

平成22年3月期
（通期）

経常利益
230百万円

70.4%

24.0%

3.6% 2.0%

売上高
125億円

売上高
112億円

経常利益
280百万円

平成23年3月期
（通期予想）
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株主還元について
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株主還元について

総還元性向（配当＋自社株買い）
２０％を目標

【【【【前期前期前期前期（（（（25252525期期期期））））のののの配当及配当及配当及配当及びびびび自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得のののの実績実績実績実績】】】】

【配当】

現金配当：500円

配当性向：4.3％

【自己株式取得】

取得株数：527株

取得総額：13,024,540円

還元性向：5.7％

総還元性向：１０.０％
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事業環境
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事業環境

●世界的な景気後退 メーカー各社は、大規模な在庫調整を実施

メーカー各社は、急速に製造派遣以外の方法を模索

●「製造業派遣原則禁止」 閣議決定

製造派遣から請負への流れが加速

常用型派遣を除き3年以内に禁止（登録型派遣の禁止）

＝他の製造派遣会社の主流である登録型の派遣は禁止＝他の製造派遣会社の主流である登録型の派遣は禁止

海外に生産拠点を移管する動きが加速
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事業環境

【製造派遣禁止による環境の変化】

業績向上の可能性があり競争に勝つ条件

完全に「請負」をできる力をもつ会社完全に「請負」をできる力をもつ会社

国内でのニーズが高まる可能性のある領域に対応できる会社国内でのニーズが高まる可能性のある領域に対応できる会社

◆ 製造派遣に依存しない体制作り ◆ 国際競争力を保持するために固定費を圧縮

製造現場の
海外移転の加速 請負化

メーカー各社の対応

◆ 製造派遣に依存しない体制作り ◆ 国際競争力を保持するために固定費を圧縮

製造現場の
海外移転の加速 請負化の加速 直接雇用直接雇用直接雇用直接雇用直接雇用直接雇用直接雇用直接雇用

メーカー各社の対応

海外海外海外海外でのでのでのでの製造製造製造製造サービスニーズサービスニーズサービスニーズサービスニーズのののの高高高高まりまりまりまり

固定費固定費固定費固定費のののの増加増加増加増加

海外での製造サービスニーズ（The UKEOI）に対応できる会社海外での製造サービスニーズ（The UKEOI）に対応できる会社

請負力請負力請負力請負力のないのないのないのない企業企業企業企業のののの淘汰淘汰淘汰淘汰
（（（（The UKEOIThe UKEOIThe UKEOIThe UKEOI））））
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既に完全な常用雇用型派遣を展開し、請負化に多数の実
勢を有する当社は、シェア拡大に向け極めて優位な状況
既に完全な常用雇用型派遣を展開し、請負化に多数の実
勢を有する当社は、シェア拡大に向け極めて優位な状況

事業環境

【環境の変化に対応するnms戦略】

【雇 用 形 態】

●有期雇用：期限1年未満の雇用

●有期雇用：期限1年以上の雇用

●無期雇用：期間の定めのない雇用

【派 遣 契 約 形 態】

●常用型
・派遣元と、期間を定めない労働契約（雇用契約）締結

・派遣期間が終了しても、派遣元との労働契約は継続

●登録型
・派遣元と期間を定めた労働契約（有期雇用契約）締結

・派遣先への派遣期間＝派遣元との労働契約の期間

・派遣終了＝派遣元との労働契約終了＝登録状態に戻る

登録型でも
あり得る派
遣形態

多数の派遣
業者が実施
する形態

登録型
派遣

完全な解釈緩めの解釈

常用型
派遣

無期雇用
有期雇用

（１年以上）

有期雇用

（１年未満）

雇用雇用雇用雇用のののの安定性安定性安定性安定性
低 高

××××

－－－－

△△△△

閣議決定閣議決定閣議決定閣議決定ではではではでは、、、、常用型派遣常用型派遣常用型派遣常用型派遣にににに限限限限りりりり製造製造製造製造
派遣派遣派遣派遣をををを認認認認めるとするもののめるとするもののめるとするもののめるとするものの、、、、雇用形態雇用形態雇用形態雇用形態
についてはについてはについてはについては各種解釈各種解釈各種解釈各種解釈があるがあるがあるがある

ｎｍｓｎｍｓｎｍｓｎｍｓ
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製造請負・派遣企業 ポジションマップ

低

業務

多品種
小ロット

解析
分析

単純作業

高

検査
評価

実装

技能作業

専門領域業務

製造・生産
一貫システム プロセス

装置・設備

商品
開発/設計

メンテ

品質
管理/保証

高

マニュファク
チャリング

サービス（EMS）
製造請負製造派遣

形態

複合ODM/OEM工場出来高請負工数請負単機能

製造業派遣禁止や海外生産移管等で日本国内
ニーズが減少傾向にある領域

nmsの領域

A社
●

B社
● C社

●

●
● ●

同業他社の領域

国内のニーズが
高まる可能性のある領域

製造受託
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事業環境 当社への影響について

製造現場製造現場製造現場製造現場のののの海外移転海外移転海外移転海外移転のののの加速加速加速加速 請負化請負化請負化請負化
メーカーメーカーメーカーメーカー各社各社各社各社

のののの対応対応対応対応

ｎｍｓの対応領域

日本市場日本市場日本市場日本市場にににに残残残残るべきるべきるべきるべき
業務業務業務業務のののの取取取取りりりり込込込込みみみみ

� 高付加価値
� ショートリードタイム
� 高物流コスト

海外海外海外海外におけるにおけるにおけるにおける
製造請負製造請負製造請負製造請負・・・・派遣派遣派遣派遣サービスサービスサービスサービス

ＴｈｅＴｈｅＴｈｅＴｈｅ ＵＫＥＯＩＵＫＥＯＩＵＫＥＯＩＵＫＥＯＩ

マーケティングマーケティングマーケティングマーケティング営業戦略営業戦略営業戦略営業戦略
請負化請負化請負化請負化のののの推進推進推進推進

豊富豊富豊富豊富なななな請負実績請負実績請負実績請負実績
テックテックテックテック（（（（自社工場自社工場自社工場自社工場））））でのでのでのでのノウハウノウハウノウハウノウハウ

事業領域において他社より優位性を持っているため

一気に業界内シェアを拡大する絶好機
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当期の戦略
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経営戦略

請負化の推進による事業規模の拡大１

２ 自社工場（テック）を活用した国内存続事業の拡大

３ 海外での Ｔｈｅ ＵＫＥＯＩ の推進
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請負化の推進による事業規模の拡大１
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請負化の推進による事業規模の拡大～製造派遣原則禁止と当社の取り組み～

（昨年12月に東京、大阪、仙台の３ヵ所で開催）

製造派遣禁止 緊急対策セミナーの開催

製造派遣禁止に関する対策をメーカーに最速・最適に提供

（請負化ニーズを早期に獲得し、シェア拡大に邁進）

参加社数 ：182社

・請負化の手順について、非常に参考になったとても

ためになった

参考になった 43％

５５％

未解答
2％

緊急対策セミナー参加者の声 ９８％以上の参加者から御満足をいただきました

・今まで4社程の派遣会社と取引をしていたが、このようなセミナーの案内はなく、今後はnmsを
優先して検討したい

・きめ細やかな請負スケジュールがすばらしかった

・現場の認識に立った意見・見解や政治の内部の情勢がわかり、大変ためになった

・請負に関する正確な情報を聞けたことが良かった

・昨年の2009年問題セミナーに続き2回目の参加である、異なった立場や切り口からの説明が
大変参考になった

★製造派遣禁止 緊急対策セミナー追加開催（名古屋、福岡、静岡）し、
製造派遣禁止による請負化ニーズの更なる獲得を図る。

有望見込案件 ： 26件
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0

500

1,000

H22年3月期

請負化の推進による事業規模の拡大～製造派遣契約比率の推移～

＊09年3月期の製造派遣比率は09年3月末時点、10年3月期は3月末時点の製造派遣比率を記載しております。

27.7％％％％

● 実質的に製造派遣比率０％達成！

製造派遣比率
売上高

＜＜＜＜参考参考参考参考データデータデータデータ＞＞＞＞
ＨＨＨＨ20202020年年年年3333月期月期月期月期およびおよびおよびおよびH21H21H21H21年年年年3333月期月期月期月期のののの
製造派遣比率製造派遣比率製造派遣比率製造派遣比率

平成平成平成平成22222222年年年年3333月期月期月期月期 進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

0000

5 ,0005 ,0005 ,0005 ,000

10 ,00010 ,00010 ,00010 ,000

15 ,00015 ,00015 ,00015 ,000

20 ,00020 ,00020 ,00020 ,000

HHHH20202020年年年年3333月期月期月期月期 HHHH21212121年年年年3333月期月期月期月期

製造派遣製造派遣製造派遣製造派遣

請負請負請負請負・・・・ そのそのそのその他一般派遣等他一般派遣等他一般派遣等他一般派遣等

売上高

１６１６１６１６，，，，９６３９６３９６３９６３
●●●●

46.2％％％％
37.2％％％％

製造派遣比率

H20H20H20H20年年年年3333月期月期月期月期 H21H21H21H21年年年年3333月期月期月期月期

１４１４１４１４,８２２８２２８２２８２２

●●●●

請負請負請負請負をををを前提前提前提前提とととと
したしたしたした製造派遣製造派遣製造派遣製造派遣
５０５０５０５０％％％％

請負検討中請負検討中請負検討中請負検討中
１７１７１７１７％％％％

請負提案中請負提案中請負提案中請負提案中
３０３０３０３０％％％％

解約解約解約解約
３３３３％％％％
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自社工場（テック）を活用した
国内存続事業の拡大

２
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自社工場（テック）を活用した国内存続事業の拡大～売れ筋商品をターゲット～

既存ビジネスにより培った修理技術を基に既存ビジネスにより培った修理技術を基に

修理ビジネス拡大と新規ターゲット開拓を図る修理ビジネス拡大と新規ターゲット開拓を図る

修理・ＣＳ

（カスタマサービス）

既存カテゴリ

国内流通製品の

実装・製造

ｎｍｓの取り組みｎｍｓの取り組み

パソコン

携帯電話

液晶テレビ

フィールド
サービス

２６期新規ターゲット２６期新規ターゲット定義定義

国内消費者（修理ニーズを有する人）が対象であ国内消費者（修理ニーズを有する人）が対象であ
り、物流コスト及び修理リードタイムの点から海り、物流コスト及び修理リードタイムの点から海
外での対応は難しい外での対応は難しい

６～７年間にわたり、蓄積してきたデジタル関連製６～７年間にわたり、蓄積してきたデジタル関連製
品の修理ノウハウを２６期以降新規ターゲット開拓品の修理ノウハウを２６期以降新規ターゲット開拓
に活用し、ＣＳセンターの設置も視野に入れるに活用し、ＣＳセンターの設置も視野に入れる

日本の消費者の求める品質レベルは高く、ニー日本の消費者の求める品質レベルは高く、ニー

ズも多様化していることから、高度な多品種少ズも多様化していることから、高度な多品種少

量生産が求められる量生産が求められる

ＩＳ事業と連携し、国内流通製品に対する実装・ＩＳ事業と連携し、国内流通製品に対する実装・

製造分野に積極参入する製造分野に積極参入する
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自社工場（テック）を活用した国内存続事業の拡大 ～自社工場（テック）の進化～

メーカーの修理事業アウトソーシングニーズが増加したため、

実装・修理の研修センターである「ＥＭＳテクニカルセンター」の
機能を活用し、電子基板修理業務を受注し、修理事業を拡大

EMSテクニカルセンター

（宮城県岩沼市）

自社工場（テック）の拠点機能アップ↑

修理業務は国内に残る業務 修理ノウハウと実績を活かして他製品群
をターゲットに更なる事業拡大を検討

業務内容業務内容業務内容業務内容
製品製品製品製品 電子機器電子機器電子機器電子機器 ゲームゲームゲームゲーム機機機機 携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話

実装実装実装実装・・・・製造製造製造製造

修理修理修理修理・・・・ＣＳＣＳＣＳＣＳ

業務拡大業務拡大業務拡大業務拡大

研修研修研修研修センターセンターセンターセンター
研修研修研修研修センターセンターセンターセンター

実装受託業務実装受託業務実装受託業務実装受託業務

研修研修研修研修センターセンターセンターセンター

実装受託業務実装受託業務実装受託業務実装受託業務

修理業務修理業務修理業務修理業務

09年年年年12月月月月～～～～09年年年年10月月月月～～～～

14名名名名 /18名名名名
4名名名名

4名名名名

10年年年年３３３３月月月月
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既存拠点既存拠点既存拠点既存拠点

新規拠点新規拠点新規拠点新規拠点

（（（（名古屋名古屋名古屋名古屋テックテックテックテック））））

自社工場（テック）を活用した国内存続事業の拡大 ～自社工場（テック）の進化～

自社工場（テック）の修理ボリューム増、西日本への進出↑
「新」自社工場（テック） 名古屋テックの業務ボリュームが増加し
在籍増加。拠点の立地を活かし複数受注と首都圏以西への進
出を図る

操業開始操業開始操業開始操業開始：：：：2009200920092009年年年年12121212月月月月

工場面積工場面積工場面積工場面積：：：： 340340340340㎡㎡㎡㎡

人数規模人数規模人数規模人数規模：：：： 約約約約50505050名名名名

総投資額総投資額総投資額総投資額：：：：13,73013,73013,73013,730千円千円千円千円

名古屋テック

（愛知県名古屋市）
新規事業領域の開拓

（首都圏以西への進出）
携帯電話修理業務携帯電話修理業務携帯電話修理業務携帯電話修理業務

デジタルデジタルデジタルデジタル家電修理業務家電修理業務家電修理業務家電修理業務

携帯電話修理業務携帯電話修理業務携帯電話修理業務携帯電話修理業務

2010年年年年3月月月月 60名名名名

（＋（＋（＋（＋10名名名名）））） 2010年年年年6月月月月 予想予想予想予想80名名名名

製品製品製品製品
業務内容業務内容業務内容業務内容

実装実装実装実装・・・・製造製造製造製造

修理修理修理修理・・・・ＣＳＣＳＣＳＣＳ

電子機器電子機器電子機器電子機器 ゲームゲームゲームゲーム機機機機 携帯携帯携帯携帯電話電話電話電話

業務拡大業務拡大業務拡大業務拡大

2010年年年年3月月月月 60名名名名

（＋（＋（＋（＋10名名名名））））
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海外でのＴｈｅ ＵＫＥＯＩ の推進３
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製造業のグローバルパートナーを目指した展開～人材戦略・海外展開活動～

日本国内における外国人技術者派遣事業の伸びは鈍化傾向日本国内における外国人技術者派遣事業の伸びは鈍化傾向

一方、海外における製造請負ニーズに対応すべく一方、海外における製造請負ニーズに対応すべく
ＴｈｅＴｈｅ ＵＫＥＯＩを展開ＵＫＥＯＩを展開

�ＡＳＥＡＮＡＳＥＡＮＡＳＥＡＮＡＳＥＡＮ諸国諸国諸国諸国にあるにあるにあるにある日系日系日系日系メーカーメーカーメーカーメーカーのののの要請要請要請要請
によりによりによりにより工場視察等工場視察等工場視察等工場視察等をををを実施実施実施実施

�日系企業日系企業日系企業日系企業ののののニーズヒアリングニーズヒアリングニーズヒアリングニーズヒアリングをををを実施実施実施実施、、、、引引引引きききき
合合合合いいいい案件数件案件数件案件数件案件数件ありありありあり

日本日本日本日本でででで培培培培ったったったった製造請負製造請負製造請負製造請負
ノウハウノウハウノウハウノウハウをををを海外海外海外海外にににに展開展開展開展開

ＴｈｅＴｈｅＴｈｅＴｈｅ ＵＫＥＯＩＵＫＥＯＩＵＫＥＯＩＵＫＥＯＩ
（（（（グローバルグローバルグローバルグローバルなななな請負化請負化請負化請負化））））

ベトナムベトナムベトナムベトナム現地法人設立申請中現地法人設立申請中現地法人設立申請中現地法人設立申請中
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